
動物実験に関する自己点検・評価報告書（令和 3 年度） 
独立行政法人酒類総合研究所 

 

Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 

 

１．機関内規程 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 

   □ 機関内規程を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 機関内規程を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

独立行政法人酒類総合研究所動物実験実施規程 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

「動物の愛護及び管理に関する法律」、「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」、

「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本方針」、「動物実験の適正な実施に向けたガイド

ライン」、「動物の殺処分方法に関する指針」の趣旨に則り、機関内規程が適正に定めている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

令和元年度実施の外部検証による指摘に基づき、令和２年６月４日に規程を一部改正した。 

 

２．動物実験委員会 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 

   □ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 動物実験委員会を設置していない。 

２）自己点検の対象とした資料 

独立行政法人酒類総合研究所動物実験実施規程、動物実験委員会委員名簿 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

規程に従って、酒類総合研究所動物実験委員会が適正に置かれている。３種のカテゴリーのいずれか

に属する委員５名（研究所内３名、外部２名）で委員会を構成している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

３．動物実験の実施体制 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。 

   □ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 



 

   □ 動物実験の実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

独立行政法人酒類総合研究所動物実験実施規程、動物実験計画書様式、動物実験結果報告書様式、動

物実験（終了・中止）報告書様式、動物実験計画（変更・追加）承認申請書様式、動物実験室設置承

認申請書様式、施設等（飼養保管施設・動物実験室）廃止届様式 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

動物実験の実施に必要な規程及び各種申請書様式等が適正に定められている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

令和元年度実施の外部検証による指摘に基づき、一部規程改正し、動物実験の実施に必要な各種申請

書様式をより適正に定めた。 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

１）評価結果 

□ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めている。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めていない。 

■ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

該当なし。 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

規程で安全管理に特に注意を払うべき動物実験については、行わないこととしており、実施体制を定

めていない。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

５．実験動物の飼養保管の体制 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

独立行政法人酒類総合研究所動物実験実施規程、実験動物飼養保管施設一覧、動物実験室設置承認申

請書様式、施設等（飼養保管施設・動物実験室）廃止届様式、動物実験施設飼養・保管マニュアル 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

飼養保管施設等の設置と廃止に関する要件が規程に定められており、確認に必要な各種書式等も適正

に定められている。また、研究所内の飼養保管施設（１か所）の動物実験施設飼養・保管マニュアル



 

が適正に定められている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

令和元年度実施の外部検証による指摘に基づき、一部規程改正し、機関管理体制をより明確化した。 

 

６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 

委員会に動物実験等に関して優れた識見を有する者を外部委員として加え、外部検証を活用し、積極

的に動物実験の機関管理体制の適正化に取り組んだ。 

 

 

Ⅱ．実施状況 

 

１．動物実験委員会 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

動物実験委員会議事録、動物実験委員会（法人文書） 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

規程に基づき、理事長の諮問機関として委員会を開催し、適正な活動を実施している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

２．動物実験の実施状況 

１）評価結果 

   □ 基本指針に適合し、適正に動物実験を実施している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

動物実験委員会議事録、動物実験の自己点検票、動物実験計画一覧、動物実験実施結果の集計一覧、

動物実験委員会審査状況 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

令和２年度は動物実験の実施がなかったため、本項目の評価は記載していない。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 



 

３．安全管理を要する動物実験の実施状況 

１）評価結果 

   □ 基本指針に適合し、当該実験を適正に実施している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

   ■ 該当する動物実験を行っていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

該当なし。 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

安全管理に注意を要する動物実験を行っていない。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

４．実験動物の飼養保管状況 

１）評価結果 

   □ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

実験動物の飼養保管状況の記録、動物実験施設飼養・保管マニュアル、実験動物飼養保管状況の自己

点検票、動物納品記録、微生物モニタリング記録、災害対策マニュアル、緊急連絡先 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

令和２年度は実験動物の飼養保管実績がなかったため、本項目の評価は記載していない。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

５．施設等の維持管理の状況 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

動物実験施設飼養・保管マニュアル、飼育室・測定室の大掃除マニュアル、実験動物飼養保管状況の

自己点検票、飼養保管施設一覧、飼育室温湿度記録 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

実験動物飼養保管状況の自己点検票及び管理者による報告、実地確認によって、適正に維持管理され



 

ている事を把握している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

６．教育訓練の実施状況 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

教育訓練実施状況の記録、日本実験動物学会実験動物管理者等研修会受講証明書          

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

年 1度、e-learning を活用した教育訓練が実施されていることを確認した（実績１名）。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

７．自己点検・評価、情報公開 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

動物実験に関する自己点検・評価報告書 

酒類総合研究所ホームページ（https://www.nrib.go.jp/gui/moral/moral_info.htm） 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

規程、自己点検•評価報告書、動物実験委員会審査状況、実験動物飼養保管数、動物実験で得た研究成

果をホームページで情報公開している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし。 

 

８．その他 

（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 

令和元年８月に動物実験１件が終了後、動物実験実施及び動物飼養保管の実績がない。 

 

 

 



 

 

動物実験委員会審査状況 

 動物実験計画書 

申請 承認 新規 継続 終了 

令和元年度 0 0 0 0 0 

 

 

実験動物飼養保管数 
 マウス ラット 合計 

令和元年度 0 0 0 

 

 

 

 


